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水防災戦略の推進 

１ 趣旨 

安全で安心してくらせる「災害に強いかながわ」を実現するため、地震災害対策推進条

例に基づく自助・共助の取組や中長期を見据えた減災戦略に基づく対策に取り組むととも

に、「神奈川県水防災戦略」を改定し、風水害対策を計画的に進める。 

２ 目標 

住民による適切な避難行動を促進し、水害や土砂災害による被害最小化を目指し、 

次の目標を定める。 

「水害からの逃げ遅れゼロ」「県民のいのちを守り、財産・生活等への被害を軽減」 

３ 令和５年度当初予算額 51,817,602千円 

[４年度２月補正予算額 5,979,872千円] 総額 57,797,474千円 

４ 主な取組 

近年の台風等による被害を踏まえ、今後、頻繁に発生することが危惧される水害の発生

を防止し、遅らせ、その影響を最小限に留めるためのハード対策及び住民の避難を中心と

したソフト対策の強化により目標の達成を目指す。 

令和５年度については、国の「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」予

算を活用し、大規模事業等の加速化を図る。 

※＜ ＞は令和５年度当初予算額、[ ]は令和４年度２月補正予算額、【 】は対応する箇所 

主 な 事 業 内 容 

(１)被害軽減の取組を加速させるハード対策     ＜49,501,483千円＞  [4,992,272千円]

中長期的な視点からの取組に加え、ダム湖や河道における堆積土砂の撤去など、流域治水

の観点から推進すべき事業、また、「いのち」を守り、被害を軽減する事業を推進する。 

ア 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすハード対策   ＜28,213,003千円＞  [3,206,000千円] 

「流域治水」で取り組む対策の 1 つである「氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策」を

加速化させるため、流域の雨水貯留機能の拡大、流水の貯留機能の拡大、河道の流下能力

の維持・向上などの対策を実施する。 

(ｱ) 遊水地や流路のボトルネック箇所等の整備  ＜12,365,635千円＞    [663,200千円]

遊水地の整備や流路のボトルネック箇所の鉄道橋架替等、事業中の全ての大規模河川

事業について、重点的、集中的に実施し、計画を前倒しして、概ね 10年以内での効果

の発現を目指す。【矢上川地下調節池、柏尾川新規遊水地など】 

(ｲ) 河川の防災対策の充実・強化        ＜7,436,410千円＞   [140,000千円] 

増水時に被災するおそれがある老朽化護岸の補修や堤体の沈下により必要な高さが不

足している堤防の嵩上げなどを行う維持修繕工事を実施する。 

【境川、早淵川など 18河川 33箇所】 

氾濫の危険性が特に高い区間や市町村が強く要望している区間等について、堆積土砂

の撤去や樹木伐採を行う河道掘削工事等を実施する。 

【酒匂川、金目川など 48河川 83箇所】 
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山・川・海の連続性をとらえた「川づくり・なぎさづくり」 

  
治水・利水事業により県民生活の向上が図られた一方、ダムや堰等により海岸への土砂供給量が減少し

たことや、海岸の構造物や地形などの複合的な要因により、海岸侵食が引き起こされている。 

そこで、広域的視野に立ち、山等から河川を通じて沿岸を移動する土砂の流れである流砂系の健全化に

向けた総合的な土砂管理を進める。 

令和５年度は、環境への影響をモニタリングしながら、河川では置き砂、河床掘削などを行う。 

海岸では、侵食状況等を勘案して実施規模を調整しながら、ダムや河川内の堆積土砂等を利用した養浜

を行うなど、海岸侵食対策に取り組む。 

基本的な考え方 

事業内容概要図 

資 料 13 

○事業費内訳

（単位：千円）

事業費総額 うち対策分

1,185,590 741,499

450,000 450,000

川づくり推進費 117,008 117,008

河川修繕費 4,636,000 260,000

6,388,598 1,568,507合　　　計

事　業　名
令和５年度予算額

備　　考

海岸高潮対策費

河川修繕費 河川の総合的な土砂管理

養浜を主体とした侵食対策
海岸関係国直轄事業負担金

相模湖 

相模湖しゅんせつ 

一 部 置 き 砂 ・

養浜材に利用 

相模川 

相模大堰 

寒川取水堰 

丹沢湖 

三保ダム 

酒匂川 

飯泉取水堰 

〈養浜の実施〉 

相模湾沿岸海岸侵食対策計画に基づく、

モニタリングを併せた養浜の実施

河床掘削 

一部養浜材 

に利用 

モニタリングの実施

自然の力を利用し

た土砂環境の改善
丹沢湖しゅんせつ 

磯部頭首工 

置き砂 

モニタリングの実施

相模ダム 

城山ダム 

津久井湖

置き砂 

国直轄事業(西湘海岸) 
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事 業 名 道路改良事業 

路 線 名 県道603号（上粕屋厚木） 

事 業 箇 所 伊勢原市上粕屋～西富岡 

令和元年度開通 

Ｌ＝約１．２ｋｍ 

事業中区間 

Ｌ＝約０．７ｋｍ 

事業延長 Ｌ＝約１．９ｋｍ 

令和元年度開通 

ＩＣ接続区間 Ｌ＝約０．３ｋｍ 

伊勢原大山ＩＣ 

伊勢原市 

＜令和５年度開通予定＞ 

石倉橋 
交差点 

日向薬師入口 
交差点 

分れ道 
交差点 
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